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 　草木をはじめ命あるものは、希望の春に向けて準備をはじめて
います。この時期は、1年間を振り返ると共に、次の年度に向け
ての準備期間でもあります。1月は往ぬ、2月は逃げる、3月は去
る、と言われているように、あっという間に時が過ぎさってしまい
ます。この時期を大切に過ごしてほしいと思っています。

　1月の朝会で３つのことを話しました。
（１）継続は力になるということ（6年生の毎日のマラソン練習から）
（２）ゲームをしすぎないということ（幼いときからゲームをしすぎる
       とゲーム脳になるという話から）
（３）自分で自分の身を守るということ（４つの「あ」の話しの中で「あ」いさつがし
　　　っかりできる子には、加害者が声をかけにくいという例から）
　
　研究発表会のお知らせ
　平成1６年度より、研究教科を算数として、授業の改善、個に
応じた指導のあり方について研究を進めてきました。今年度2月
10日（金）に山科支部の教職員に授業を公開し、分科会をもって
研究協議いたします。さくら学級も含めて各学年の7つの授業の
公開ではありますが、保護者の方や地域の方もぜひ授業の様子
をご参観ください。

　大文字駅伝で選手宣誓をします。
　第20回大文字駅伝記念大会で音羽小学校が選手宣誓の大役
を得ました。走順を決める抽選会で天野先生が見事3番を引き、選手宣誓が
決まりました。開会式11日・大文字駅伝12日と両方せいいっぱいがんばりま
す。どうか声援のほどよろしくお願いします。

  秋の省エネ、１０ポイントの結果が届きました。
　 秋の省エネ10ポイントを4年・5年で取り組みました。その結果、音羽小では
ドラム缶６，９本分の原油を省エネしました。（ドラム缶1本２００ℓ）
　また、杉の木１９５，７本分のCO2を削減しました。（杉の木の一年間のCO2
吸収量約１４ｋｇ）　２学年が1ヶ月取り組んだ結果です。もっとたくさんで取り組
めば、地球にやさしくなりますね。

学校教育目標

目指す子ども像

①自他を大切にする子ども ②自分の可能性にチャレンジジする子ども ③自ら学ぶ子ども

2月


